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部に1系統ずつ設けられ,それぞれ排気量500 i/minの油回転ポンプ(Rotary Pump ; RP)と,
排気量1500 2/secのターボ分子ポンプ(Turbo Molecular Pump ; TMP)から構成されている･








イオン温度10-60 eV,電子温度1-10 eV,プラズマ密度1011 - 1016 cm~3,電離度は10-100 %,
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図3-8:局所磁場コイルNo.1 (真空容器内
設置)
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･(峠Ioexp (-&S(A- Ao,2) '　　(3-10,
となる∴っまり観測されるスペクトルは,波長入｡の線スペクトルに対して1/e値半幅△入1/eだ
け拡がったスペクトルとなる.ここで, 1/e値半幅△右/eは
AA1/e2 - 2k:T Aco22　　　　　(3-ll)
である.プラズマが視線方向に向かって速さUで運動していると考えると,観測点から見たプ
ラズマ中の粒子速度分布は,







































































































































l ーめ方角.ら 冓 ?
Jtid_ ? ?r?r???白兵血 ?｢??｢?
垂tl ??ﾈ.?一 ● 一 ? ?















































Gridded Energy Analyzerによるイオン温度計軌高速電圧掃引による電子温度計測から, Jtを
決定し(3-22)式を用いた評価を行うこととする･
他方,イオンマッハ数が1を超える(i.e. Mi > 1)超音速領域では,平行方向のイオン飽和電
流密度jllが近似的に,
)" - nieuz　　　　　　　　　　　(3-24)
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図5-12‥磁気ノズルTypel形成時の(a)軸方向磁場強度, (b)断面積, (C)軸方向流速, (d)イ
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に(6-5)式～(6-7)式を用いて電磁加速力の空間分布を評価した.収束領域であるZ = 19 cmに
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-2･89 × 10-3㌫ (響)2 (票)
-2･04 × 10-3去(響)2 (芸)
式中の密度n(-ne -ni)は以下の式より算出している.
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